
 

  

 

関西電力は原発プールをリラッキングし、使用済燃料をぎゅうぎゅう詰めにしていますが、あと５～６

年で満杯になります。そのため、和歌山県御坊市に中間貯蔵施設の建設を狙っています。昨年２月に関電

は「文献調査の上では、立地は可能」とし、１０月には新社長が「より詳細な検討を進めており、ある程

度結果がまとまれば（市会に）説明する。その上で（立地に向け）進めさせてもらえればありがたい」と

期待を込めて話しています（福井新聞 2010.10.7）。今年１月 23 日に市議会選挙が終わり、新たな動きが

始まるに違いありません。 

 

 六ヶ所再処理工場が行き詰まり、原発プールに貯蔵されている使用済燃料の量は年々増えています。も

っとも逼迫している東京電力の福島第一、第二原発では、あと２～３年でプールは満杯となり、それ以降

運転ができなくなるという差し迫った状況にあります。そのため東電と日本原電は、青森県むつ市で昨年

末に中間貯蔵施設の建設を始めました。核のゴミ捨て場をつくって、原発の運転を続けるためです。地元

の反対も根強く、最初の調査から建設開始まで約１２年かかっています。 

 

 中間貯蔵施設は、使用済燃料を約５０年

間貯蔵して、その後「第二再処理工場」に

運ばれる予定になっています。しかし、「第

二再処理工場」の目処はなく、中間貯蔵と

いいながら永久貯蔵の可能性が極めて高い

のが現状です。また、貯蔵に使うキャスク

の安全性は５０年間しか保証されておら

ず、臨界事故の危険さえもあります。 

 

 政府と電力会社は、昨年末から始まった原子力政策大綱改定の議論でも、再処理工場と同時に中間貯蔵

を目玉として押し進めようとしています。原発の根本的な問題である核ゴミのつけを次世代に押しつける

原子力政策のほころびが、中間貯蔵という形で具体的に現れてきました。今年こそそれに立ち向かうべき

ときです。子孫に核のゴミ捨て場を残すなど許されません。中間貯蔵に反対し、核ゴミの発生を止めよう。 

  
 

 

日  時：２月２０日（日）開始 pm１：３０ 

場  所：大阪府社会福祉会館 506 号室 

    （大阪市 地下鉄谷町線「谷町６丁目」 

４番出口 歩５分）地図は裏面に 

参加費：一般５００円／大学生以下２００円 

 

 グリーン・アクション 京都市左京区田中関田町 22-75-103 TEL 075-701-7223 FAX 075-702-1952 

 美浜の会       大阪市北区西天満 4-3-3 星光ﾋﾞﾙ 3 階 TEL 06-6367-6580 FAX 06-6367-6581 

内   容（予定） 

 ・いまなぜ中間貯蔵なのか 

六ヶ所再処理工場や原発プールの状況など 

 ・中間貯蔵とは？ 安全性は？ 

 ・「脱原発わかやま」より現状報告 

 ・米国での中間貯蔵反対の状況など 

・玄海３号燃料漏えいと関電プルサーマル 

第２４回原子力部会資料２ 資源エネ庁 2010 年４月１９日 



 
 

 

 


